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日本赤十字社診療放射線技師会   
会 長   清 水 文 孝   
  
なぜめぐり逢うのかを ～～中略～～ 
縦の糸はあなた 横の糸は私 織りなす布は いつか誰かを暖めうるかもしれない 
なぜ生きてゆくのかを ～～中略～～ 
縦の糸はあなた 横の糸は私織りなす布は ～～中略～～ 
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「揺れる」、「踊る」、「進む」となり、前進のみの技師会運営をしてきたと自負いたします。そして、
今が集大成であり、悔いの無いことは、言うまでもありません。老騎千里を走るがごとく、これか
らも短い期間ですが一人の会員として、一人の診療放射線技師として、走ることを辞めずにいよう
と思います。「不動」は性に合わず、「動」のみが根っからの性分です。 
 仕事をやるなら楽しくやり、給与をいただけるのであれば感謝です。役員についても同様でしょ
う。任期の決まった役員。嫌々やるより楽しくやろう。倒れるなら前むきに。それが持論の集大成
を迎える心意気かもしません。 
 日本赤十字社診療放射線技師会という大きく暖かな布は、日本赤十字社の社命を旗頭に日本全国、
全世界を覆い尽くして行くことでしょう。そんな活躍の場を広げる後輩の皆さまの活躍を、見聞き
できることを夢見て巻頭言とします。 
